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小学校における
プログラミング的思考の推進についての一考察
A Study of Promotion of Programming Thinking 
in Elementary School 
＊ 
叶雅之
KANO Masayuki 
1 研究の背景と目的
西暦 2020年 4月から完全実施される新教育課程で、小学校においてプログラミン教育が実施
される。特に、プログラミング的思考の育成が求められているが、各学校においては、プログラ
ミング教育が各学校のカリキュラム・マネジメントに委ねられている中、各地区の研究校の実践
を元に準備を進めてはいるが、プログラミング的思考の捉え方はまちまちである。前研究である
「小学校理科におけるプログラミング教育に関する一考察」において、プログラミング教育導入
の背景や経緯を考察したが、本研究ではプログラミング的思考の育成に焦点を当てて、今後の実
践方法や課題について考察する。
2 これからの小学校教育に求められるプログラミング的思考とは何か
(1) プログラミング的思考の導入の経緯の概要
「プログラミング的思考」については、中央教育審議会の答申（平成 28年 12月21日）において、
社会の劇的な変化を見据えて、「子供たちが将来どのような職業に就くとしても、『プログラミン
グ的思考』などを育んでいくことが必要である」とした。
小学校学習指導要領（平成 29年3月31B公示）では、総則において、「情報活用能力」が言語能力、
問題発見・解決能力と並ぶ「学習の基盤となる資質・能力」と位置付けられ、教科等の特質を生かし、
教科等横断的な視点から教育課程の編成を求めている。（第 1章総則 第2の2の(1)) その上で、
プログラミング教育のねらいを次のように示している。
①「プログラミング的思考」の育成
＊武蔵野大学教育学部
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②プログラミングの働きのよさや情報社会がコンピュータ等の情報技術で支えられていること
に気付き、コンピュータ等を上手に活用する態度を育てること
③各教科等を指導する中で実施する場合は各教科等の学びをより確実なものとすること
また、プログラミング言語を覚えたり、プログラミングの技能を習得したりすること自体を
ねらいにしているのではないことも示している。
(2) 有識者会議の「議論のまとめ」で示されたプログラミング的思考
「プログラミング的思考」の定義や説明は、「小学校段階における論理的思考力や創造性、問題
解決能力等の育成とプログラミング教育に関する有識者会議」の「議論のまとめ」（平成 28年 6
月 16B)で提唱されたものが基となっており、次ページの図のように説明されている。「プログ
ラミング的思考」は「自分が意図する一連の活動を実現するために、どのような動きの組合せが
必要であり、一つ一つの動きに対応した記号を、どのように組み合わせたらいいのか、記号の組
合せをどのように改善していけば、より意図した活動に近づくのか、といったことを論理的に考
えていく力」であり、情報活用能力の資質・能力は、新学習指導要領において育む 3つの資質・
能力と同様で「思考力、判断力、表現力等」の育成は「プログラミング的思考」を育むことである。（下
図は「小学校プログラミング教育に関する概算資料」文科省 令和元年 5月から引用）
| （参考）小学校プログラミング教育の育成する資質・能力と情報活用能力の関係 I 
「情胃"'鰍力情●疇する冒冒＇'力 r小学艘ブログ’配ヴ.冑の學引膚二.)J(~＂じ”攀"’・a 文.瓢零省公·ゆり
（「情穀活用能力」は、各教科事の学びを支える基盤）
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Q左蕊や、情報化の進隈が社会の中で果たす役割 ，
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適切に活用するために必要な技能を身に付けてい ，
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児童に、「コンピュータに意図した処珊を行うよう指示することができるということ」を
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＊ 遍切なカリキュラム・マネジメントによるブログラミング・青の専菖
> 
各学校は、プログラミング教育を実施する場面を、教育課程全体を見渡 しながら適切に位置
付け、必要に応じて外部の支援も得つつ、 実施することが必要． 一＿」
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(3) 小学校プログラミング教育の手引き（第二版）におけるプログラミング的思考の説明
有識者会議の議論のまとめに基づき、小学校プログラミング教育の手引き（第二版）では、プ
ログラミング的思考をコンピュータの動作させるための手順として、下図のような説明をして
いる。
1 プログラミング的思考とは① 国
プログラミング的思考とは
自分が意図する一連の活動を実現するために、 どのような動きの組合せが
必要であり、 一つ一つの動きに対応した記号を、 どのように組み合わせたら
いいのか、記号の組合せをどのように改善していけば、より意図した活動に
近づくのか、といったことを論理的に考えていくカ
コンピュータを動作させるための手順（例）
① コンピュータにどのような動きをさせたいのかという自らの意図を明確にする
② コンピュータにどのような動きをどのような順序でさせればよいのかを考える
③ 一つ一つの動きを対応する命令（記号）に置き換える
↓ 
④ これらの命令（記号）をどのように組み合わせれば自分が考える動作を
実現できるかを考える
⑤ その命令（記号）の組合せをどのように改善すれば自分が考える動作
により近づいていくのかを試行錯誤しながら考える
f J i l.i r·l ヽ 'rt2•9 ログユミング敦行の T;l （る む） 』 （ •I’lA叩rl l )16n 文祁‘t'96公 R) よ’)
また、正多角形をコンピュータで書くプログラムを例に、『プログラミング的思考』とは、児
童は試行錯誤を繰り返しながら自分が考える動作の実現を目指す際に、思い付きやあてずっぽう
で命令の組合せを変えるのではなく、うまくいかなかった場合には、どこが間違っていたのか
を考え、修正や改善を行い、その結果を確かめるなどの論理的に考えることが大切であるとし
ている。
圃4 ブログラミング的鳳囀
I ヽ
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賣7'Qグ フミ ・／グ3尼そし、
繰り五し⇒ヨする ことで
寄次に1jつ
， 
1 既習のm頑・技能等の活用 ＇ L ＇ ---------------
＊三
I小学校プログラミング教育の手引き（第二版）平成 30年11月より I
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本の潰れ 三 ：ブログラミング的懇書に闘する事項 0：情籍モラル配慮●項
．
 
三込學■口 ．上mmn ..... 
Q lロヱL生活を送るたI/JC.ど^ ぶことをし ・臼段の生活を忠い出させ、遍切な行動ができて
ているか后り辺... いる児塁のエピソードを伝える．
〇地震a遵暉を見る．
・ピッグハッドで動函を還示する．
〇本謁C双泌てを知る．
I きょうしつで じしんがおきたときの
n
 
， onードを却し四時の行動を順i!Iこ匹ベフ ・上から下へ順憤9こ匹べるように溶曇する
ローチャートを作る ロダミー刀ードを用憲することで、本謁で竺起された
霜こ，，，Iて・員な行"'3霜かを＇えさ℃＆
0なせ、その順甫になったのか．遭田をちえて ・問中，，耗型を閃示す込
R喪する．（ヘアー全i<)
• 9l言を"'!Iし匹化..<,.
・ 「お・か ・ し • も」をって田匹るように沿噂する
〇自分たらで雹えて作ったフローチでート過りに 亡災害泳”道1に瓦Iて、どのように行動すn,ょにい
i 行動して匹し四砂鵠］を瞑り返る かを叩し寒している（行動）
(2) 第 6学年「学校紹介パンフレット」
右は、別の学校の第 6学年国語の指導案で
ある。入学予定の新 1年生保護者に向けのパ
ンフレットを作成する国語の学習であり、プ
ログラミング的思考における試行錯誤を重視
している。意図的にエラー（間違い）のある
例題を設定して児童に考えさせ、グループで
推敲に取り組ませている。対象である保護者
の視点で読み、文章を言い換えたり、分かり
やすいよう文を付け足したりして文章を推敲
し再構成をする。その上で、自らの文章に戻っ
た際にも相手に応じた推敲ができているかを
確かめて修正を図ることを意図している。
プログラミング的思考の育成を目指した授
業においては、児童が目的を明確にし、学習
過程で児童が判断し、行動もしくは動作の是
非を判断する過程が大切である。今まで以上
に児童が主体性を発揮し、対話を通して判断
の是非について考える授業とすることを求め
ている。
6 *L9の1!導 (7/1OLtlll 
Ill *’・'"'"11 ●I1.JI．ク項n
● 文中の構成や嘗さ＆し方に著Hして文や文章を整えることがでさるようにする．
・仲間のと事を見て"')や講成の鑑点から助，rすることがでさるようにする．
(2J ＊叶の~Ill
＼ 零●活馳 ．憎瀑上の●重点 ◇評値
〇 これまでの学習を糾り返り．進I夕を踵品 学習計貞のどの段讚まで進んでいるのか
する を庫品する．
0 本叶の内布を知り兒通しをしつ ・If!敲のg昧を朧比する ． 
導 C 這絃よりどんなよさがあって使われるよう
入 になったのだろう・ 鎗尺に関する r・想が出てきたら、葡f't:1
0 本吋のめあてを鎗』する． LEDの）iがふゞとを伝える．
| グルーブで記事をよりよくしよう | 
〇撹廠のポイントを輝鯖する．考える． 攪敲のポイント
①ゴい襖え ②付け足し 〇分霞 ④E凛
〇鯛人で攪敲に取り肩1む． 撹岐のポイントをt,.RIして故還を考える．
〇グループで罹政に取り組む． ・父んでいて少しでも気になる筍所があれ
0 例団に駐り組む ば進んで訂正をするように3震かけをす
体育室が二つあるため．面の日でも体
る．
グループに人な必餐に応じて類義訴辞輿
育を行うことが可能でございます．I乍年
を#I意する．
の連合体賣大会での大縄銚びでは．紬鼻
の記はを出すことができました．ぜひ小
・ ？校に来て繊かめてください。
麟
＊エ⇒ー場面
例文の措敲口所を見けけ、相手やUがJの応じたよ現をすること ⇒貯めて<dirかせる．
「～でございます」 は保凛·"•に向けて11r寧すぎる "'T 
「ぜひ～ください」は招f与のよ円であり、今回のパンフレットとしては不適切 目的
〇 グループで推がこ比り組む ◇仲間の記事を着て H的や構成の誡点から助
言している．（①千竹シートの記述兒言）
◇ 文章の構成や苔き）jに.lf1-して文や文章
を笠えている．（②バンフレットの紀述l
； • 0 撹鰍したa業を免友する． 仲間の兒aを聞さ、考え）iを比令する．
多攘な視点をもって日錠を遺ふことの大切
〇 牛胃感動をミき｀次｀ヤの見通しをもつ に気f•t くようにする．
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4 プログラミング教育及びプログラミング的思考の課題
未来社会を見据え、情報や情報技術を手段として活用する力やプログラミングを自分の意図し
た活動に生かしていくために、時代を超えて普遍的に求められる「プログラミング的思考」等を
含むプログラミング教育の実施が始まった。その指樽の際には新教育課程の「主体的・対話的で
深い学び」の実現に資するプログラミング教育とすることが重要である。
国では、文科省、総務省、経済産業省が連携して、民間企業等と共に「未来の学びコンソーシアム」
を立ち上げ、「小学校を中心としたプログラミング教育ポータルサイト」を設けて全国の小学校
プログラミング教育の実践事例等を紹介し普及と理解に努めている。しかし、コンピュータを使っ
た事例紹介が多く、コンピュータを使わない「プログラミング的思考」の理解や普及には、課題
が多い。
まず、新学習指導要領で例示した算数や理科等のプログラミング教育は、基本的にタブレット
端末等の ICT機器を活用することを前提としている。そのため。パソコン等の配備が不十分な地
区や学校は、研究を特定の研究実践校に任せ、様子見の状況に陥っている。そのためもあり、コ
ンピュータを使わずにプログラミング的思考を育成する実践事例自体が乏しい状況がある。コン
ピュータ配置状況、教員の技術等により学校の 2極化が生じているのである。
国では近い将来に児童一人に 1台を目標にタブレット端末等のパソコン整備を計画しているが、
ICT機器やシステムを上手に活用するには、地域の企業やNPO等との連携が大切であり、計
画的な配置計画、連携計画を地域単位で今からしていく必要がある。まさに、地区教育委員会や
学校に先々の見通しをもったプログラミング的思考が求められているのである。
プログラミング的思考と教科等の学習で育んでいる論理的な思考との差異点は「H的意識の明
確化」「記号への置き換え」と「試行錯誤」である。
「目的意識の明確化」は最終的にどのようにしたいのかの見通しを児童が明確にもっていると
いうことである。偶然うまくできたというのではく、意図したものができかたどうかで判断され
る。活動前にH的を明示しておくことが大切である。
「記号への置き換え」はコンピュータが理解できるように説明をするということである。ほか
の人に説明をするのと同様に、コンピュータにとって分かりやすい単純な行動に区切って、説明
をすることは、相手意識をもっての言い換えとも類似している。
「試行錯誤」は、見通しをもったらとりあえず活動を行い、活動をしながら考えるということ
である。コンピュータの場合は今まで以上に失敗を恐れる必要はなく、簡易にやり直しができる
のである。大まかな構想ができたら実行してみて考えるという失敗を前提とした学習プロセスが
従来の学び方と異なっており、児童の挑戦意欲がより増すことが期待できる。
学校や教貝がこれらを明確に意識することで、問題解決的な学習である社会科や理科において
もプログラミング的思考の育成につながるといえる。学校においては人権教育や環境教育など教
科横断的に学習内容が散りばめられている教育課題は多いが、プログラミング教育やプログラミ
ング的思考も考え方としては同様である。学校運営を担っている中堅、ベテランの教員が学校の
教育活動状況に応じてプログラミング教育の全体指導計画作成をしていくことが大切である。
プログラミング教育の実施は、近い将来に児童•生徒がタブレット端末を一人に一台所持して
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学ぶ ICTの時代が来ることを見据えての措置でもある。現状では、プログラミング教育実施に
際して、 ICT機器の配置がまだ十分ではない小学校への過度な期待はしてはいけない。しかし、
教員が ICT機器に慣れ栽しみ、プログラミング教育を理解し、プログラミングの基礎技術を今
のうちに学んでいくことは必要なことである。それは、教員には急激な変化が予想される未来に
生きる児童を育てる責務があるからである。
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・小学校プログラミング教育の手引（第二版） 平成30年11月 文部科学省
・小学校を中心としたプログラミング教育ポータル（https://miraino-manabi.jp/）未来の学びコンソーシアム
•平成 31 年度府中市立矢崎小学校研究紀要
•平成 30 ・ 31年度 品川区立延山小学校研究授業指導案
・小学校プログラミング教育に関する概要資料 令和元年 5月 文部科学省
・「平成 30年度教育委員会等における小学校プログラミング教育に関する取組状況等について」の調査 2019年3月
文部科学省
•新学習指導要領における小学校プログラミング教育 折笠史典文部科学省平成31年3月6日 （地域における lot
の学び推進事業成果発表会資料）
